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04 ログハウスの省エネ対策

< 2020 年次世代省エネ基準をシュミレーション >
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#1. 2020 年次世代省エネ基準概要

1)はじめに

　2020 年までに住宅やビルなど全ての新築の建物を、次世代の省エネ基準に適合するよう義務

付ける方針が、2012 年 7 月に政府で決定されました。大型の建築物では 2015 年 4 月から実施さ

れ、2020 年からは 300㎡未満も対象になり、今後、住宅建築分野では工法や納まりなどを見直す

ことになります。

　国土交通省が断熱構造化が困難とされている建物の中にログハウスも含まれており、外壁廻り

や屋根の断熱材を強化しても地域によっては建設できない場合もあり、省エネ基準対策に目安を

立てるため、建設したマシンカットのログハウスをベースに外壁や屋根の仕様を変え地域ごとに

シュミレーションしてみました。

　結果、１～３地域の寒冷地では外周壁に断熱二重壁の設置すれば対応できることがわかりまし

たが、断熱二重壁を設置できないハンドカットの丸ログは、３地域までであれば重なり幅と大壁や

屋根などの断熱材の厚さの変更で対応できることが確認でき、ログ積みの重なり幅を変えシュミ

レーションしてみました。

2) 次世代省エネルギー基準値と地域

　Ⅰ．断熱性能基準

地域区分 1 2 3 4 5 6 7 8

外皮平均熱還流率 ： 単位 (W/㎡･K) 0.46 0.56 0.75 0.87 -

冷房期の外皮平均日射取得率 ： 単位 (％) - 3.0 2.8 2.7 3.2

【用語解説】

• 外皮

屋根又は天井、外壁、床等と開口部など室内と屋外で熱的に境界となる部位

• 外皮平均熱還流率 (UA 値)

　建物内部から外界へ逃げる単位時間あたりの熱量（換気による熱損失を除く）を、

外皮等面積の合計で除した値で、建物内部から外界へ逃げる単位時間あたりの熱

量（換気による熱損失を除く）を、外皮等面積の合計で除した値。

• 外皮平均日射取得率 (ηA 値) 

　外皮のうち、屋根又は天井、外壁、ドア、窓から室内に取り込む太陽エネルギー

の割合。　※η はイータ（日射熱取得率）、Ａはアベレイジ（平均)
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　Ⅱ．地域区分地図 (2017.01)

※市町村区分の明細は、国土交通省の最新資料をダウンロードしてください。

【キーワード】

国土交通省、省エネ地域区分、別紙
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3) 熱伝導率 λ(w/mK)

　Ⅰ．主な建材の熱伝導率 λ(w/mK)

高性能グラスウール(24K 相当) 0.036

セルロースファイバー 0.04

一般グラスウール(16K 相当) 0.045

ソフトボード(木質系断熱材) 0.045

ピュアウッドパネル(185mm) 0.09

断熱木毛セメント板 0.13

木材(杉･桧) 0.12

羽目板 ラーチ/パイン(18 mm) 0.13

合板 0.16

石膏ボード 0.22

押出成形セメント版 0.4

レンガ 0.64

ガラス 1.0

コンクリート 1.6

• 加工品などは材料の密度や規格、木材は含水量など試験体の条件によりで多少の数値

が異なります。

　Ⅱ．熱還流率(U 値)の算定式

熱伝導率(W/mK)

　U 値 = ---------------

(熱還流率) 　　　厚さ(m)
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#2 マシンカットログハウス

1) 基準になる建物概要

1. 建設地 ：長野県諏訪郡原村 ※竣工 1992 年

2. 規模 ：１階 ( 80㎡ )、２階 ( 20.42㎡ )、地下１階 ( 71.75㎡ )

3. 外壁面積 ：103.49㎡

4. 建物の主な仕様

◦ ログ材 ：TirolA ( D ログ t=92mm、重なり巾=70mm )

　一部 ：TirolB ( 角ログ t=92mm、重なり巾=84mm )

◦ 屋根断熱材 ：グラスウール K16 相当 t=80mm

◦ 軒の出 ：L=1,280mm

◦ 開口部 ：無垢板雨戸付き木製サッシ(ペアガラス)

◦ １階床断熱材 ：グラスウール K16 相当 t=80mm

5. 断熱性能 ( ３地域 )

◦ 外皮平均熱還流率 (Ua 値) : 0.9 ≧ 0.56 ※省エネ基準に準拠しない

◦ 冷房期の外皮平均日射取得率 (ηa 率) : 2.6 ※省エネ基準対象外

2)シュミレーション

　外壁面のログ壁の仕様や屋根に使用するグラスウールの厚さを変え、1～８地域で建設

できる省エネ強化方法を検証。

I. １地域 (～8 地域)

◦ 外周壁 ：TirolA、一部 TirolB、 外周：断熱二重壁 ( 木質系断熱材 t=80mm )

◦ 屋根 ：グラスウール K16 相当 t=200mm

◦ 1F 床下 ：グラスウール K16 相当 t=80mm

◦ 開口部 ：無垢板雨戸付き木製サッシ ( ペアガラス )

◦ 外皮平均熱還流率 (Ua 値) ： 0.46 ≦ 0.46

II. ３地域 (～8 地域)

◦ 外周壁 ：TirolA、一部 TirolB、 外周： 断熱二重壁 ( 木質系断熱材 t=40mm )

◦ 屋根 ：グラスウール K16 相当 t=120mm

◦ 1F 床下 ：グラスウール K16 相当 t=80mm

◦ 開口部 ：無垢板雨戸付き木製サッシ(ペアガラス)

◦ 外皮平均熱還流率 (Ua 値) : 0.55 ≦ 0.56
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III. ４地域 (～8 地域)

◦ 外周壁 ：SchweizA ( 重ね巾=108 )、

　一部 SchweizB ( 重ね巾=122 )

◦ 屋根 ：グラスウール K16 相当 t=80mm

◦ 1F 床下 ：グラスウール K16 相当 t=80mm

◦ 開口部 ：無垢板雨戸付き木製サッシ(ペアガラス)

◦ 外皮平均熱還流率 (Ua 値) : 0.74 ≦ 0.75

IV. ５地域 (～8 地域)

◦ 外周壁 ：TirolB 

◦ 屋根 ：グラスウール K16 相当 t=80mm

◦ 1F 床下 ：グラスウール K16 相当 t=80mm

◦ 開口部 ：無垢板雨戸付き木製サッシ(ペアガラス)

◦ 外皮平均熱還流率 (Ua 値) : 0.83 ≦ 0.87

◦ 冷房期の外皮平均日射取得率 (ηa 率) : 2.6 ≦ 3.0

　--------------------------------------------------

◦ 外周壁 ：TirolA、一部 TirolB 

◦ 屋根 ：グラスウール K16 相当 t=120mm

◦ 1F 床下 ：グラスウール K16 相当 t=80mm

◦ 開口部 ：無垢板雨戸付き木製サッシ(ペアガラス)

◦ 外皮平均熱還流率 (Ua 値) : 0.85 ≦ 0.87

◦ 冷房期の外皮平均日射取得率 (ηa 率) : 2.6 ≦ 3.0

V. ８地域

◦ 外周壁 ：TirolA、一部 TirolB 

◦ 屋根 ：グラスウール K16 相当 t=80mm

◦ 1F 床下 ：グラスウール K16 相当 t=80mm

◦ 開口部 ：無垢板雨戸付き木製サッシ(ペアガラス)

◦ 冷房期の外皮平均日射取得率 (ηa 率) : 2.7 ≦ 3.2
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#3 ハンドカットログハウス(丸ログ)

1)建物概要

1. 丸太組工法技術基準･同解説 1990 年版掲載の丸ログ例３

2. 建物規模

◦ ２階建て

◦ 延べ面積 120㎡ ( １階床面積 72㎡、２階床面積 48㎡ )

3. 断熱性能

◦ 外皮平均熱還流率　0.56W/(㎡K)以下

※地域３ ( 長野県原村などの寒冷地 )

2)シュミレーション
　大断面ログハウスの積み重なり幅を変え、２階大壁･屋根･１階床下に使用するグラスウー

ルの厚さや、木製サッシの仕様を検証。

I. ログ材積み重なり幅=165mm

◦ ２階壁 グラスウール 24K 相当 t=150mm　(2×６)

◦ 屋根 グラスウール 24K 相当 t=200mm

◦ １階床 グラスウール 24K 相当 t=150mm

◦ 断熱木製サッシ (2.33W/㎡K)

◦ 外皮平均熱還流率　： 0.56 ≦ 0.56

II. ログ材積み重なり幅=120mm

◦ ２階壁 グラスウール 24K 相当 t=150mm　(2×６)

◦ 屋根 グラスウール 24K 相当 t=80mm

◦ １階床 グラスウール 24K 相当 t=80mm

◦ 高断熱木/樹脂製サッシ (0.9W/㎡K)

◦ 外皮平均熱還流率　： 0.55 ≦ 0.56

III. ログ材積み重なり幅=100mm

◦ ２階壁 グラスウール 24K 相当 t=150mm　(2×６)

◦ 屋根 グラスウール 24K 相当 t=150mm

◦ １階床 グラスウール 24K 相当 t=80mm

◦ 高断熱木/樹脂製サッシ (0.9W/㎡K)

◦ 外皮平均熱還流率　： 0.56 ≦ 0.56

【建築基準の矛盾】

　外皮の性能は平均熱還流率で算定しているなら、ログハウス場合ログ材断面の平均厚さ

でよいと思うが、基準法では最小の壁厚となる積み重ね部分の幅で算定することになる。

　結果、ログハウスの場合不利な計算条件や、木材の蓄熱性能を考慮しないため、竣工す

る建物は計算以上に省エネ性能が UP し、冷暖房も弱めれ光熱費が減ります。

　しかし、現実には丸ログの欠点であるログ材のねじれなどの変形によるログ積み部分の隙

間から外気の流入による室内温度の損失が生じるため、しっかり補修していかないと省エ

ネ面ではマイナスになる。
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